
京糸数室

次世代型繊維への挑戦
一 ナ ノ フ ァ イ バ ー な ニ ュ

織
シ Jレ 鬱 爾 警 F二

主 催 :京都工芸繊維大学・京都原糸商協同組合・京都工整繊維大学衣笠同窓金
後 機 :京都府・京都市

日 時 :2012年 12月 15日 (土)午後 1時 開始  講演会場 :京都工書議機大学センターホール
懇親会/午後5時 30分開始、会場 :京都工芸繊維大学生協

議親会参加費 :1′ 000円
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東京工業大学名奮教授、同大学院理工学研究科 特任教授
ナ/フアイバー学会会長、イオン膜研究会会長、日本イオン交換学会副会長、
日本材料科学会理群、等 歴任

2012年 ナ/フアイバーの創製と応用のために大学発ベンチヤー設立で
「溶融法及び溶媒法による高連大型ナノファイバー製遺装膠及び響品製造」。

第1部

谷国 明議 (東京工業大学名奮盤授 )

13:15～ 14:00

「繊維饉葉は再び発議するJ― さて大学はどうする一

～休 憩～
14,10～ 15:50

「ナノフアイバールネッサンス」

第2部

長島 事行 (東京晨業大学機授 )

15:15～ 16:00

「千年持続社会と第二次螢壼凛時代』
～休  蘊～

16:10～ 17:00
「NEW S:LK ROA口」

ながしま たかゆき

東京農業大学教授

ニューシルクロー ドプロジェク ト代表

日本野蚕学会辞議員、千年1寺琥学会理事、オーガニックコスメ協会理事、等 歴任
2000年より、小さな生き物の機能やナノ燿熾を持続的なものづくりに生かす
「インセクトテクノロジー」を提喝 ,

..1■等

tCoS.lr-,- L44^.a.

申 込 先 :鐵 難 07騒 -431-7185僚 都原糸薦臨同織合内 源部)・・FAX 075-431-6166
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生態系1よ大文夫?
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ドい虫たちによつて千年持続社会は実現するか。

最先端仰インセクトテクノ回ジーを進う。
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珍∫Fァイ♂≪―の定は

以下を総称して「土ノフ盈壺ヾ
=」
と定援する。

1.ナノ督でズ講 ′《一
ナ′′メーターオーダーのディメンジョンを蕎す益ファイバー

2.ナノ構造ヵ イパー
フアイバーの内部、外部、ミ面に、ナノメーターサィズで制御された

舗書な構造般計を行い新機鍵を発襲 せたファイバー

↓

ナノサイズファイ′ヽ一の緊含イL・織飩化・樺遺籠御することにより

ぷ出できる

代表的な繊維と極細繊維の大き

(1)ナノサイズファィバー

澪 :lⅢⅢ)=1()ヽ 分の ;(11)'),い

lril!|ir li!,rlirii lt,lllriiril

繊維の定義

| :) i(I(,

*/4*ln t n-F
lnm 10nh

ノサイズファイパーの定義
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Aramid ttbeκアラミド饉機 )

欧米の主要大学(M:Tやケンプリッジ大学等)ではナノ
フアイバーテクノロジーの研究が盛んに行われている

メタマテリアルを用いた透明人間

`m型晴棚島軍ふ柵 鸞猟爛漱協なRb國  ⅢⅢ彎・ 0“中。口
“
bOtromげ f_ce

"rrに
おける兵員ナノテクノロジー研究所

Soldler Nanotechno:ogy

(兵員ナノ″ ノロジ…)

Space Elevator( iFHxk^-r- )
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きれい

財隧
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汗を議ル

薔お く

珍∫響ァイ♂≪―の定は

以下を輸称してl~■ノ2乙壺ヾ
=」
と定援する。

1_ナノサイズファィバー     ・

ナノメーターオーダーのディメンジョンを書するファイバー
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MWCttTの光学頭薇餞写真 麟籠溌澤触中の長壼、錮胞難書、組織辮書のマーカーをモニターした
アルブヽンの機ヽ
〈組織鑽鷺の機腐)
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